
世界で活躍できる研究者戦略育成事業
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地方協奏による世界トップクラスの研究者育成
― 多彩な分野において国際共同研究の要となる人材を育成―

若手研究者の
国際間交流の加速，
国際ネットワークの質的強化，
国際共同研究の活性化。

3I (Innovative, Influential, Impactful) 研究者の
育成プログラムの開発及びITシステムの構築。

育成対象：テニュアトラック教員(TT教員)

育成開始5年以内にレベルA を，
10年以内にレベルS を目指す。

各種研修，各種機会の提供，
メンタリング，マッチング等の支援。

D生をRA/TAとして雇用。
⇒最先端の研究と国際的な活動
を経験させることにより，TT教員の
さらに次の世代を育成。

PM
（プログラムマネージャー）

世界で活躍する若手研究者の
ための指標構築

研究者育成プログラムの開発

若手研究者の国際活動推進

研究設備・機器の共用
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※Vitae RDF フェーズ3～4相当

研究者育成プログラムにおける能力開発プロセス

ITシステムによる自己評価・研修進捗・研究実績管理

パフォーマンス
レビュー

パフォーマンス
レビュー

自立したキャリア形成

S 3I Researcher （レベルS）

A 3I Researcher（レベルA）

※Vitae RDF フェーズ4～5相当

【レベルSの目標】
国際共同研究の企画・立案を主導し（要となり），国際
チームを立ち上げ，インパクトのある研究成果を創出

【レベルAの目標】
海外機関の研究者と対等な立場で国際共同研究に
参画し，独自提案を含めて，研究成果の創出に貢献
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スタートアップ研究費&海外メンター開拓

国際共同研究の実践をともなう能力向上

レベルA研修
◎研究交流（海外派遣）
数週間～半年程度の海外機関での共同研究／研究
交流の実施 (海外受入機関に対する研究提案→受
入機関による達成度評価等)
◎実践に必要な事前研修
「基礎研修」参加及び「特定研修」活用

レベルS研修
◎国際共同研究を自立的に実施
自身で国際共同研究のための外部資金獲得，共同
研究推進，派遣・招聘，国際研究会の企画など
◎実践に必要な研修
研究者のニーズによって「特定研修」を活用

デベロップメント
プラン作成

レベルA
研修

レベルS
研修

海外機関との連携・協力
Vitae（イギリス）

クイーンズランド大学（オーストラリア）
アリゾナ州立大学（アメリカ）

ワシントン大学CIRGE（アメリカ） 等
（研究者育成の専門家ネットワーク）

実践

実践


